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新明解説

■未踏の成長資源を掘り起こそう
　団塊ジュニア世代は，企業人事がまだ活かしきれ
ていない潜在能力であり，埋蔵された資源といえる。
ビジネス環境が寸断なく変化するなか，事業や仕事
の進め方を常にアップデートできる中堅リーダーの
不足は，企業規模を問わない共通の課題であろう。
本稿では，ボリュームゾーン的にも本来その対応を
先導する主役となりうる世代でありながら，これま
で育成・活用上の盲点となってきた「団塊ジュニア
世代」の社員に光を当て，彼らの潜在能力を引き出
し，さらなる活躍を実現する手法を紹介する。
　一方で，社員のキャリアスパンが人生100年時代
になっている変化も見過ごせない。団塊ジュニア世
代の社員が，この先のキャリア，人生にどのように
備えていくとよいのか，昨今トレンドとなっている
「学び直し」を通じた人材育成の手法を織り交ぜつ
つ，企業と団塊ジュニア世代の双方が共に成長でき
る最適解を紹介していく。
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20年以上にわたり，組織・
人事コンサルティングに従
事。政府・官公庁の委員を
はじめ，数多くの企業で働
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リードする。人事領域の
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